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1 はじめに

　ナ・デネ語族に属するアサバスカン1）諸集団の伝統的領域として知られる内陸アラス
カとユーコン準州では，1930年代から本格的な考古学的調査が開始され，現在まで研究
が蓄積されてきた。そのなかで，重点的かつ継続的に実施されている研究対象は，アメ
リカ大陸への移住仮説に関連する更新世末から完新世初頭の物質文化である。とりわけ，
北米南部のクローヴィス尖頭器や東アジアに広く展開した細石刃石器群との年代的な前
後関係，技術形態学的な相違が長らく注目されてきた（加藤 2011; 平澤 2020; 出穂 
2021）。考古学的研究と合わせて，古環境研究，出土人骨等から得た古代 DNAと現代
DNA 情報を用いた遺伝的系統関係を推測する分子人類学的研究，そして年代測定と較正
手法が並行して発達してきた。
　ベーリング海，北極海沿岸，およびそして南東アラスカなどの沿岸地帯においては，
各地の先住民を対象とした文化人類学や言語学的研究が，内陸よりもいち早く進められ
た。民族誌的研究の蓄積と更新世末まで遡る年代に比定される遺跡が少ないことから，
沿岸部ではアリュートやエスキモーの起源といった特定の民族文化の形成過程を検討す
る考古学が主流となってきた。
　アラスカ全域の考古文化を対象とする論考においても，内陸アラスカの中～後期完新

岸上伸啓編『環北太平洋沿岸地域の先住民文化に関する研究動向』
国立民族学博物館調査報告　156：171－203（2022）
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図1　本論文で対象とする地域
1．オニオンポーテージ，2．アギアック湖遺跡群，3．カガティ湖遺跡群，4．ミンチュミナ湖遺跡群，5．ムー
スクリーク，6．ウォーカーロード，7．ドライクリーク，8．アップワードサンリバー，9．スワンポイント，
10．デルタクリーク，11．クレイン，12．ヒーリーレイク，13．クリアビュー，14．カリブーノブ，15．ディサー
ダ，16．クローカット，17．ボナンザ万年雪，18．JdVb- 2，19．JcUu- 1 & 2，20．JdUt-17
（テフラ降下範囲は，Mulliken	et al.	2018の GISデータを参照し，QGISで筆者が描画を行った。アラスカ州の遺
跡座標は，Office	of	History	and	ArchaeologyのAlaska	Heritage	Resources	Survey，ユーコン準州の遺跡座標は，
The	Canadian	Archaeological	Radiocarbon	Databaseを参照した。）
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世に広く展開したノーザンアーカイック伝統（以下，NAtと略称）とアサバスカン伝統
（以下，ATと略称）に関する概要は説明されるが，それぞれの伝統の総合的な記述を行
なった例は少ない（Dixon 2013; Potter 2016; Gillispie 2018）。そのため特に8,000 cal 
BP2）以降の詳細な状況は，近年に至るまで体系的に整理されてこなかった。日本人によ
る研究では，小谷凱宣によって内陸アラスカの考古学的研究が進められたが，更新世末
から完新世初頭に比定される遺跡の報告が中心であった（小谷 1974, 1976; 平澤 2016）。
このように，完新世中期以降の先史文化研究は低迷していたが，2000年代に入り新たな
展開を見せている。
　本論文の目的は，主に2000年以降の内陸アラスカおよびユーコン準州を対象とする考
古学的研究の動向に注目し，特に北米北部における NAt，AT に関する議論の進展を評価
することにある（図 1 ）。本論文では，まず近年発展が目覚ましい分子人類学分野の研究
動向から，集団系統論の現状と課題を確認する。次に内陸アラスカの先史文化編年に基
づき，各文化の諸特徴と最近の研究成果を概観する。最後に言語人類学からアサバスカ
ン文化の系統を検討したデネ＝エニセイ仮説，および考古学的証拠からAT出現過程を明
らかにしようとする最近のアサバスカン移住論の展開を確認し，今後の課題を析出する。

2  北米北部の先史時代集団を対象とする遺伝学的研究の動向と
課題

　科学的なアプローチが一般化する以前から，アメリカ先住民の起源と多様化は，ヨー
ロッパ系集団との接触開始から今日に至るまで，アメリカ人類学研究の最大の関心事で
あった（ウィリー／サブロフ 1979; フェイガン 1990; Larsen 2017）。1970年代までは，
言語（Greenberg et al. 1986），形質（Neumann 1952; Howells 1973; Scott and Turner II 
1988），血液型（Boyd 1950）などによる集団の分類が遺伝系統論に応用されてきた。1990
年代以降は，現代集団のミトコンドリア DNA （mtDNA）と Y 染色体 DNA 分析，そして
先史時代集団の DNA 分析を通して，それぞれのハプログループの同定と比較が進めら
れた（Forster et al. 1996; Lell et al. 1997; Tamm et al. 2007; Ruiz-Linares 2014）。mtDNA

は母系，Y 染色体は父系の遺伝情報のみを受け継ぐため，父系母系の系統が別々に論じ
られてきた。特にミトコンドリアは，細胞ごとの母数が多く，残存確率が高いという特
徴から，古代 DNAの研究に多用されてきた。2022年現在では，古代核 DNAの分析手法
が主流となりつつあり，より解像度の高い過去の個人遺伝情報および系統関係が示され
るようになった。
　分子人類学研究は，現代と過去の集団間の生物学的なつながりだけでなく，その間に
生じたであろう分岐の時期や回数までも推定可能にしたことで，大陸間や特定の地域と
いったスケールの異なる集団形成過程に言及することができるようになった。
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　本節では，これらの研究の中から特に北米北部と内陸アラスカに関わる最新の研究成
果を概観する。

2.1 北米北部集団を対象とする遺伝系統論の現状
　ナ・デネ語族を対象とした分子人類学的研究の基礎となる研究は，ターナーの著名な
歯学的研究で提唱された Sinodont/Sundadont の分類（Turner 1983），グリーンバーグに
よるアメリンド，ナ・デネ，エスカリュート語族の分類（Greenberg et al. 1986），そし
て免疫グロブリン Gmアロタイプの研究（Williams et al. 1985）に対応した「三段階移
住仮説（three waves migration model）」（Turner 1983; Greenberg et al. 1986）を検討す
る目的で実施された。グリーンバーグらは言語系統学的な年代推定と各言語集団の排他
的な歯の形態的特徴から，移住は，最初にナ・デネ，次にアメリンド，最後にエスキ
モー・アリュート集団が別々の「波」として到達したと推定した。
　1990年代に入るとネイティブアメリカンの mtDNA ハプロタイプが決定され（Schurr 
et al. 1990），移住の波の回数とそれぞれの発生年代が mtDNAの研究を中心に議論され
た（Torroni et al. 1992; Bonatto and Salzano 1997）。2000年代前半までには，現代mtDNA，
Y 染色体DNAの研究が蓄積され，ネイティブアメリカンの祖先はシベリア由来であると
いう説が一般化したが，新大陸のハプログループの多くが旧大陸では確認できないとい
う現象を説明できなかった（Kitchen et al. 2008; Graf and Buvit 2017）。この問題の要
因を解明すべく，Tamm et al.（2007）は，20集団601人のアメリカ先住民と26集団3,764
人のアジア・シベリア先住民の mtDNAを解析した。そして，アメリカ先住民にのみ確
認されるハプログループは，最終氷期最寒冷期（約23,000～19,000 cal BP）にベーリン
グ陸橋周辺にとどまっていた集団が，他地域からの遺伝的浮動の影響を受けなかったた
めに生じたと結論づけた。これを「ベーリンジア停滞仮説（Beringia Standstill Model）」
と呼ぶ（Tamm et al. 2007）。この仮説は，考古学的な仮説とも整合的で，最初の波が 2
万～1.5万年前に沿岸を南下し南米へ到達したことを説明した。次の波は，D2aと呼ばれ
る集団で，エスキモー，チュクチ，アリュート，アサバスカンに見られるハプログルー
プである。この集団は，更新世から完新世への移行期に到来したと推定された。さらに
新しい D3は，シベリア先住民（エヴェンキやチュクチなど）とグリーンランドおよびカ
ナダ・イヌイット集団でも報告されている。
　シベリアおよびアラスカエスキモーとカナダおよびグリーンランドイヌイットを中心
に mtDNA 分析を行った研究では，前期～後期パレオエスキモーが D2a，先ドーセット
／サカークおよび中期ドーセットが D2a1 とされており，ゲノム分析においてもパレオ
エスキモーとパレオイヌイットが，現代のイヌイットおよびネイティブアメリカンと大
きく異なることが指摘された（Skoglund et al. 2015）。ネオエスキモーとされるグリーン
ランドおよびカナダチューレ集団は，サカークよりも現代のイヌイット集団に近いこと
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から，紀元後1150～1350年ごろにパレオエスキモーと交替した後，現代イヌイットに連
続したと考えられている（Skoglund et al. 2015）。これらの研究からエスキモーおよびイ
ヌイットの集団は，アサバスカン集団とは異なる独立した移住史を経ていることが示さ
れた。
　2014年ごろから古人骨を用いたゲノム研究が増加し，現代集団との比較を通してより
具体的な移住年代と経路を推定した遺伝系統論が発表されている。ラーガヴァンら

（Raghavan et al. 2014）は，シベリアのマリタ遺跡（約24,000 cal BP）およびアフォン
トヴァ山 2 遺跡（約17,000 cal BP）と現代のネイティブアメリカン集団の間に遺伝的近
縁関係があることを明らかにした。翌年には，約6,000～200 cal BP に比定される23人
の古代ゲノムが解析され，北米北部のネイティブアメリカン祖先集団（NNA）と北米南
部・中米・南米の祖先集団（SNA）は，少なくとも13,000 cal BP には分岐したと説明
された（Raghavan et al. 2015）。これは，アラスカからカナダに広く分布する北方アサ
バスカン集団が，現在のアメリカ合衆国本土に居住するネイティブアメリカン集団とは
別の移住・拡散経路を辿ったことを示している。
　2018年には内陸アラスカのタナナ河南岸に位置するアップワードサンリバー遺跡（図
1－8）から出土した幼児（USR 1）のゲノム解析結果が発表された（Moreno-Mayar et al. 
2018a）。約11,500 cal BPに埋葬されたUSR 1 は，他のネイティブアメリカン集団（NNA

＋SNA）と別経路でアラスカに到達した「古代ベーリンジアン（AB）」と分類された。
この古代ベーリンジアンは，「古代北部ユーラシアン（ANE）」と呼称されるシベリアの
祖先集団から 2 万年前ごろに分岐したと推定された（Moreno-Mayar 2018a）。さらに，ア
ラスカ州スワード半島のトレイルクリーク第 2 洞窟（約9,200 cal BP）を始めとする15
人の古代ゲノムと現代人378人のゲノムを比較した研究では，アラスカの最初期移住集
団が AB であり，NNAと SNAの分岐は大陸氷床以南において約15,700 cal BP に生じた
と結論づけられた（Moreno-Mayar et al. 2018b）。くわえて，ANE から分岐した三つ目
の「UPopA」の存在についても言及されているが，この集団は統計学的に算出された集
団であり，直接的な証拠は未発見である。
　今日のアサバスカン集団は，NNAとしてのまとまりが強く，ABとは遺伝的距離が遠
い。この結果から，約9,000 cal BP 以降に NNA が北上し，北米北部全域に展開したこ
とがわかる（Moreno-Mayar et al. 2018b）。さらに，アサバスカン集団には，ケットやコ
リヤークの祖先で，東アジア集団とより近い「古代パレオサイベリアン（APS）」（Siko-

ra et al. 2019）からの遺伝的浮動があり，AB にはそれが見られないことが示唆されてい
る（Willerslev and Meltzer 2021）。ABとされる最も新しい個体の年代が約9,000 cal BP

であり，5,500 cal BP にはパレオエスキモー・イヌイットが全く異なる遺伝的集団とし
て流入することから，APS から NNA への遺伝的浮動はこの時期に生じたと考えられて
いる（Willerslev and Melzer 2021）。



176

　これまでに分子人類学的研究によって示された集団分岐，移住過程は以下のようにま
とめることができる。

　 1 ） 「古代北部サイベリアン（ANS）」（Sikola et al. 2019）または ANE との共通の祖
先集団から，ネイティブアメリカン祖先集団 （AB, ANA ［NNA＋SNA］，UPopA）
が分岐する。

　 2 ） ベーリング陸橋およびその周辺で ANA がしばらく停滞し，そこから AB および
UPopA が分岐し，アラスカに移住する。

　 3 ） ANA は海岸を南下，コルディエラ氷床以南で16,000～15,000 cal BPごろにSNA

と NNA に分岐する。
　 4 ）少なくとも約9,000 cal BP 年前以降に，NNA がカナダ～アラスカへ北上した。
　 5 ） 約9,000～5,500 cal BP に東アジア的要素を持つ APS が，ベーリング海峡を東進

し，アラスカおよびカナダの NNAと混交した。

　以上の様に，核 DNAを用いた遺伝系統研究では，東ベーリンジアにおける移住の波
は少なくとも 4 回以上あったことが示されている。これらの波は，AB＋ ANA，NNA＋
APS，パレオエスキモー，ネオエスキモーによって構成され，いずれも独立的に生じた
可能性が高い。こうした分子人類学的研究の進展によって超長期的かつ広域にわたる集
団の移動・混交過程がモデル化され，その検証が継続している。一方で，後述する考古
学的・言語学的に観察可能な連続性または変化は，DNAの導き出すモデルと必ずしも整
合的ではない。これらの矛盾をどのように解釈できるかが，新大陸移住およびアサバス
カン文化形成の背景を明らかにするための鍵を握っている。

3 内陸アラスカおよびユーコン準州を対象とする先史時代研究
の背景と近年の動向

　文化編年は，特徴的な物質文化，遺物出土状況と層位，14C 年代値が揃って初めて強固
になるが，同地域ではこれらの情報の整備が精力的に進められている（Mason et al. 2001; 
Potter 2008a; Graf and Bigelow 2011）。図 2 には，ドーリング（Doering 2021）の研究
を参照し，内陸アラスカにおける複数の考古文化と古環境編年案を示した。なお本論文
は，編年案の妥当性を評価することを目的としていない。よって，本節では，各案に共
通してみられる考古文化伝統およびコンプレックスを中心にその諸特徴と近年の研究動
向をまとめる。
　以下では，東ベーリンジアン伝統 I 期（以下，EBt－Iと略称），東ベーリンジアン伝統
II 期（EBt－II：ネナナ・コンプレックス（以下，NCと略称）およびチンダディン・コン
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プレックス（以下，CCと略称）を含む），デナリ・コンプレックス（以下，DCと略称）
を含むアメリカン・パレオアークティック伝統（以下，APAt と略称），NAt （後期デナ
リ・コンプレックス（以下，LDCと略称）を含む）を定義づける物質文化および年代値
を概観すると共に，近年の研究動向からアラスカ考古学における各石器文化の位置付け
を確認する。AT については，ナ・デネ語族の拡散仮説との関連が深いことから，次節で
言及する。なお，EBt と APAt の物質文化的特徴と年代観は，平澤（2016）でも詳述し
ているため，本論文では詳細に立ち入らないこととする。

3.1 東ベーリンジアン伝統（EBtI および EBtII）
　アラスカは，その地理的位置からアジアと北米を結ぶ重要地域として長らく注目され
てきた。最終氷期最寒冷期（LGM）には，海水準の低下によってベーリング陸橋が出現
し，「最初のアメリカ人」は，陸上または沿岸経路を用いて新大陸へ到達したとする説が
有力視された。
　このベーリング陸橋経由で内陸に到達した最初の文化および集団をF. ウエスト（West

1981）は，ベーリンジアン伝統（Beringian Tradition）と呼んだ。ウエストの定義は，更
新世末から完新世初頭の石刃，細石刃，彫器，彫器スポール，エンドスクレーパー，小
型のドリルなど石刃製作技術を有するコンプレックスのほとんどを内包する広範な概念
であった。例えば，DC，アラスカ北西部のコバックコンプレックス，ヤクーツクやカム
チャツカの遺跡群，アリューシャン列島東端のアナングラ石刃石器群，南東アラスカ沿
岸部の細石刃石器群が挙げられ，それらの遺跡を形成した集団には「遺伝的近縁関係が
ある」（West 1981: 84）とまで述べられている。このような時空間的規模の大きい考古

図2　研究者らの提唱する内陸アラスカ考古学的文化編年
（出典：Doering	et	al.	2021）
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文化伝統を設定した背景には，1970年代までに乱立した各地のコンプレックスや文化伝
統を一つの大きな枠組みとしてまとめ，集団移住のシナリオを統一化させる目的があっ
たと考えられる。
　しかしながら，1980年代末に提唱された NC （Powers and Hoffecker 1989）や，2000
年代に新たに確認された湧別技法細石刃石器群の年代が明らかになると，ベーリンジア
伝統の包括する文化的特徴や年代観の見直しが求められた。C. E. ホルムズ（Holmes 
2001; 2008）は，スワンポイント遺跡（図 1－9）出土の湧別技法を用いる細石刃製作技
術，彫器，マンモス牙の加工に着目し，約14,500～13,500 cal BP を東ベーリンジア伝
統 I 期（EBt－I）と設定した（図 3－27・28）。現在までに発見された石器群のなかで，ア
ラスカ最古に位置付けられるスワンポイント遺跡 CZ4b文化層の EBt－I は，ヤクーツク
周辺のデュクタイ文化（Mochanov and Fedoseeva 2008）を起源とする集団が内陸アラ
スカに到達し展開した結果であると推測されている（Holmes 2011）。しかし，東アジア
における湧別技法の分布は範囲が広く，詳細な技術形態学的比較なしに EBt－I の起源を
特定することは困難である。B. ポッター（Potter 2010）が指摘するように，ロシアを含
む東アジアと北米の石器型式学研究には，立脚する理論的背景の違いから優先される目
的や方法，データの密度に差があるため，比較検討が困難になっている。近年ではこの
ような問題の解決を目指す研究も現れている。例えばY. A. ゴメス・コートリー（Gómez 
Coutouly）は，東西ベーリンジアの更新世末から完新世前期の細石刃核・細石刃を対象
とする技術形態学および押圧剝離技術の比較研究を継続的に実施している（Gómez Cou-

touly 2012, 2016, 2018; Gómez Coutouly and Holmes 2018）。
　EBt－II に属するネナナ・コンプレックス（NC）およびチンダディン・コンプレックス

（CC）は，水滴型，三角形，基部が凹状の小型両面加工尖頭器を中心とする石器文化で
ある（図 3－29・30）。前者は，ネナナ渓谷周辺のムースクリーク遺跡（図 1－5）やウォー
カーロード遺跡（図 1－6）における発掘調査の成果を基に提唱され，年代は DC より古
く，細石刃を含まない石器組成が特徴とされた（Powers and Hoffecker 1989）。一方で，
タナナ渓谷上流部のヒーリーレイク遺跡（図 1－12）では，同型式の尖頭器が細石刃と共
伴することが報告されていた（Cook 1969）。細石刃が，アジア由来の技術であることは
すでに共通認識となっていたが，西ベーリンジアにおけるチンダディン尖頭器の類例は
ほとんど知られていなかった。さらに，NCとDC 文化層間の明確な層位的上下関係が複
数遺跡において確認されたことから，細石刃の有無によって石器文化の消長または集団
の交替が検討されてきた（Goebel et al. 1991）。
　近年，タナナ河流域における発掘調査事例の増加と研究成果の蓄積によって，NC お
よび CC は同一の石器文化に帰属し，細石刃の有無は遺跡の機能や埋め込み戦略の結果
現れる石器組成の違いとする立場が主流になっている（Potter et al. 2013）。そして，長
らく旧大陸における類例の確認が待たれていたチンダディン尖頭器は，シベリアのヤナ・
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図3　内陸アラスカの各考古文化にみられる特徴的な資料
1．骨製ナイフ，2・3．骨製尖頭器，4．角製鏃，5．骨製「カレンダー（day	tally）」，6．銅製刺突具，7・8．有
茎銅鏃，9．銅製装身具，10－12．小型石鏃（カヴィック型），13．エンドスクレーパー，14．細石刃核，15．礫
片スクレーパー（Tci-Tho），16．ノッチ尖頭器，17．楔形細石刃核（キャンパス型），18．亜円錐型細石刃核，
19．板状細石刃核（トゥクトゥ型），20．エンドスクレーパー，21．石錘，22．楔形細石刃核（キャンパス型），
23．彫器，24－26．両面加工尖頭器，27．楔形細石刃核（湧別技法），28．彫器，29－30．チンダディン尖頭器
（1～14．ディサーダ遺跡，15．カリブーノブ遺跡，16～20・27・28．スワンポイント遺跡，21．オニオンポーテー
ジ遺跡，22～26．ドライクリーク遺跡，29・30．ウォーカーロード遺跡）
（出典：1～14.	Rainey	1939,	15.	Doering	et	al.	2019,	16.	Holmes	et	al.	1996,	21.	Anderson	1988,	22・23.	Slobodin	2011,	
24－26.	Hoffecker	et	al.	1996,	29・30.	Goebel	et	al.	1996）
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インディギルカ低地に位置するベレリョフ遺跡（約13,600 cal BP）で 1 点，ニキータレ
イク遺跡（約13,800～13,600 cal BP）で 5 点発見された（Pitulko 2010; Pitulko et al. 
2016）。同製品は，その技術形態的特徴から，内陸アラスカの尖頭器と同型式である可
能性が高い。その一方で，両地域の資料の年代がほぼ同時期であることから，技術の出
現地や伝播の方向は依然として不明である。内陸アラスカとヤナを結ぶ地域における追
加事例の確認が期待される。

3.2  アメリカン・パレオアークティック伝統（APAt）とデナリ・コンプ
レックス（DC）

　アメリカン・パレオアークティック伝統（APAt）は，D. D. アンダーソン（Anderson 
1968）によって提唱された楔形細石刃核を中心とする石器文化伝統で，アラスカ州西部
のスワード半島に位置するオニオンポーテージ遺跡（図 1－1）やブルックス山脈ノアタ
ク河流域の類例と年代値に基づき設定された（Anderson 1970）。それとほぼ同時期に，
ウエスト（West 1967）は，内陸アラスカのキャンパス型楔形細石刃核とドネリー型彫
器を組成する石器群をデナリ・コンプレックス（DC）と定義した。そのほかの特徴的な
石器製品は，両面加工石器，スクレーパーなどが含まれるが，これらは両者の提唱した
石器文化において共通しているため，DC は APAtとほぼ同一の石器文化であると認識さ
れている。
　DC の存続年代は，タングル湖周辺遺跡群，タナナ河およびネナナ河流域の遺跡群の
年代から約12,000～8,200 cal BP が想定された（West 1975）。1970～1990年代に各遺跡
の DC 出土文化層における14C 年代データの蓄積が進むと，ドライクリーク遺跡 C2（図
1－7，図 3－22・23）の最も古い年代値である12,800 cal BPごろに DC の上限が設定され
た（Hoffecker et al. 1996; Bever 2006）。存続年代の下限は，地域的に多少の地域差はあ
るものの8,000～7,000 cal BPごろと考えられている（Mason et al. 2001）。
　更新世から完新世への移行期に出現した DC は，寒冷期であるヤンガードリアスとも
年代が重なることから，一時的な寒冷化と細石刃の関係が議論された。しかし，周辺の
湖底堆積物中の花粉分析に基づく古環境復元では，大きな寒冷化は生じなかったと推定
されている（Klitgaard-Kristensen et al. 1998; Kaufman 2004; Graf and Bigelow 2011）。
ヤンガードリアス以前のベーリング／アレレード期からの温暖湿潤化により，カバノキ
属の増加が加速し，ステップから疎林や低湿地環境に遷移していったことで，更新世の
細石刃文化における主要狩猟対象であったケナガマンモスやウマはほぼ絶滅した（Guthrie 
2006; Graf and Bigelow 2011）。カリブーやドールシープなどは存続したものの，それら
の生息域や移動経路は大きく変化したと考えられる。興味深いことに，このような環境
変化があったにも関わらず，DC 石器群の組成や製作技術に大きな時間的変化は認めら
れていない（Mason et al. 2001）。
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　特定の狩猟具の消長が遺跡間変異の結果であると推測する複数の研究者らは，主に低
地，高地という標高差による石器組成，動物遺存体組成，遺跡規模の変化を検討した

（Potter 2008b; Wygal 2018）。ポッター（Potter 2008b）は，内陸アラスカの文化層（n＝
272）を更新世末／完新世前期（14,000～6,000 cal BP），完新世中期（6,000～1,000 cal 
BP），完新世後期（1,000～ 0  cal BP）に分類し，細石刃と両面加工尖頭器が低地または
高地のいずれかに集中するかを検証した。ワイギャル（Wygal 2018）は，DC 文化層の
みを対象に，標高と細石刃の出土状況の遺跡間比較を実施した。両研究の結果は，概ね
その傾向が一致しており，高地（標高1,000m 以上）では細石刃がほぼ確認されず，両
面加工尖頭器が支配的であること，そしてその細石刃も標高800m 以下で確認されるが
地域的に集中する標高が異なることを指摘している（Wygal 2018）。この遺跡間変異は，
狩猟対象の生態，エコゾーン（生物地理区），資源環境の差を反映しており，石器群の出
土状況と行動戦略の関係が徐々に解明されつつある。
　近年の発見で特筆されるのは，タナナ河とアラスカ山脈の間に位置するアップワード
サンリバー遺跡における副葬品を伴う幼児人骨である（Potter et al. 2011）。2010年に発
見された人骨は住居状遺構の最下部から焼けた動物骨と共に出土しており，その下には
炭化物を多量に含む最大 3 cm 厚の層，焼けた魚骨（シロザケ含む）と小型哺乳類骨を
多量に含む 1 cm 厚の灰層が確認されている（Potter et al. 2011: 1058; Halffman et al. 
2015）。人骨には焼けた痕跡があることから，同人骨は約11,500 cal BP に火葬され埋葬
されたと結論づけられた。2013年度の調査では，この火葬遺構の直下から新たな墓壙が
確認された。墓壙からは，焼けていない幼児人骨 2 体と副葬品（両面加工尖頭器 3 点，
両面加工石器 1 点，剝片 3 点，シンボルの刻まれた角製中柄 4 点）が散布されたオー
カーと共に出土した（Potter et al. 2014）。中柄に付着した炭化物の年代が約11,600～
11,230 cal BP であり，上部の火葬遺構の年代幅（約11,600～11,270 cal BP）とほぼ重
複することから，新たに発見された 2 体は2010年の個体と非常に近い時期に埋葬された
と考えられる（Potter et al. 2014）。この文化層の年代は，DC および APAt に相当する
が，細石刃が出土せず，両面加工石器が主体の石器組成で構成される（Potter et al. 2011）。
　同遺跡で副葬された狩猟具は全て両面加工尖頭器である。細石刃を組成するか否かの
要因には，遺跡立地や資源分布以外といった周辺環境だけでなく，特定の石器製品に付
与された何らかの象徴性が影響を及ぼしている可能性を指摘できる。

3.3  ノーザンアーケイック伝統（NAt）と後期デナリ・コンプレックス
（LDC）

　ノーザンアーケイック伝統（NAt）は，APAtと同時にアンダーソン（Anderson 1968）
によって提唱された石器文化伝統である。オニオンポーテージ遺跡では，APAtとNAt文
化層の間に無遺物層が認められたことと，ノッチ尖頭器と石錘（図 3－21）が出土したこ
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とから，異なる集団の到来が想定された。類似したノッチ尖頭器が合衆国東部のアーケ
イック時代に広く分布することから，6,000 cal BPごろに北進した森林植生と共に北米
南部のアーケイック文化がカナダ～アラスカに到達したという仮説が提示された（Ander-

son 1968）。さらに，オニオンポーテージ遺跡では，NAt文化層から細石刃が認められな
かったことから，「細石刃を伴わない」ことが同石器文化の定義の一つとなった（Anderson 
1968; 1970）。DC・NC の議論と同様に，NAt においても石器組成の差が遺跡間変異によ
るものか，または文化的変化あるいは集団的交替による現象なのかについて意見が分か
れた（Anderson 2008）。くわえて，尖頭器には形態的多様性があり，ノッチ尖頭器以外
に，槍先型，有茎尖頭器などが認められるものの詳細な分析に基づく分類などは行われ
ていない（Esdale 2008）。さらに，NAt の派生として，各地で地域的なコンプレックス
が提唱されていった（Ackerman 1964; Morrison 1987; Schoenberg 1995）。E. J. ディク
ソン（Dixon 1985）が唱えた内陸アラスカの後期デナリ・コンプレックス（LDC, 約
15,400～3,800 cal BP）もこうした地域性の一つとして提唱され，細石刃と彫器が NAt

に含まれないという前提から，NAt に後続する細石刃石器文化と位置づけられた。
　以上のように各地で複雑化した NAt の解釈を整理するため，2000年代前半までのアラ
スカおよびユーコン準州におけるデータの総括が J. エスデイル（Esdale）によって行わ
れた（Esdale 2008）。同研究でエスデイルは，過去の議論の変遷と未解決の課題を確認
した。次に，2008年までに報告されたノッチ尖頭器を出土した179遺跡から信頼できる
14C 年代を持つ54遺跡を選出，それらの年代分布を割り出した（Esdale 2008: Fig. 3 ）。そ
の結果，全体の69％が，6,000～3,000 BP に形成された遺跡と判断された。年代の他に，
遺跡立地とエコゾーン，ノッチ尖頭器とその他の器種の共伴数が比較検討された。遺跡
立地の分類結果は，対象とした159遺跡のうち50遺跡（31％）が「高い尾根上」，39遺跡

（25％）が「湖畔」，36遺跡（23％）が「河岸段丘上」に該当し，特殊な環境としては，
6 遺跡（4％）が「海浜」， 3 遺跡（2％）が「万年雪」であった（Esdale 2008）。次に生
物地理区別（155遺跡）を見てみると，山間針葉樹林（41％），北極圏ツンドラ（34％），
アラスカ山脈（14％）となっており，アラスカ山脈からブルックス山脈の南北に多くの
遺跡が分布している。最後に，ノッチ尖頭器とその他の石器製品の共伴する割合は，ス
クレーパー（43％），細石刃（38％），槍先型尖頭器（34％），彫器（16％），石錘（4％）
となっており，湖畔に立地する遺跡が比較的多いにも関わらず，漁労活動を示す物質文
化の出土例は非常に少ない。
　万年雪（アイスパッチ）遺跡は，その立地および環境的な特性から検出数は少ないが，
2000年以降に実施された分布調査から，アラスカ州とユーコン準州において優れた成果
が得られている。アラスカ州ではランゲル－セントエライアス国立公園，アンフィシア
ター山脈，クラークレイク国立公園などに分布する万年雪とその周辺から骨角製品，石
器，木製品が発見された（Dixon et al. 2005; Vanderhoek et al. 2012）。ランゲルのボナ
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ンザ万年雪（図1－17）で発見された鳥類や小型哺乳類狩猟に用いられる角製狩猟具の年
代が約3,370～3,230 cal BP （［2σ］ CURL－11661）3）と報告されている（Vanderhoek et al. 
2012）。同国立公園内では，木製の柄に腱の紐で着柄された両面加工尖頭器が確認され，
木製の柄から約3,150～2,880 cal BP （［2σ］ NSRL－13393）の年代が得られた（Dixon et 
al. 2005）。アラスカ州内で行われた万年雪の調査では，NAt の年代に比定される資料は
限られているが，ユーコン準州では8,000 cal BPまで遡ることが確認されている（Hare 
et al. 2004; 2012）。ユーコンの万年雪遺跡（図 1－18～20）は，カリブーの糞と雪の互層
で形成されている。カリブーは，夏季の暑さや吸血虫から逃れるために高標高地まで移
動してきたと考えられる。ハンターは，その習性を利用して万年雪を狩場としていた。
各地の万年雪で採集された有機質遺物の年代から，ハンターはカリブー狩猟やライチョ
ウ，ジリスなどの鳥類／小型獣狩猟を目的として NAt から接触期まで継続的に万年雪を
利用していたことがわかる（Hare et al. 2004, 2012; Vanderhoek et al. 2012）。
　万年雪遺跡とは異なるタイプの集団的カリブー狩猟を示唆する研究報告も2000年代に
相次いだ。特に，ブルックス山脈のアギアック湖（図 1－2），南西アラスカのカガティ湖

（図 1－3）などに見られるような石積みのフェンス状遺構と湖を組み合わせた「カリブー
ドライブ」は，カリブーの移動時期に行われる追い込み型狩猟の痕跡である（Ackerman 
2004; Brink 2005; Wilson and Slobodina 2007; Wilson and Rasic 2009）。こうしたカリ
ブー狩猟遺構は自然地形や石積みで構成されるため，14C 年代を用いた直接的な年代測定
を実施できない。そのため，カガティ湖ではフェンス東端に位置するポンド遺跡（GDN

－094）の発掘調査で得られた炭化物から得られた約4,660 cal BP を基準にフェンスの年
代を推定している（Ackerman 2004）。アギアック湖ではフェンス状遺構（XCL－101およ
び XCL－358遺跡）を見下ろす形で分布するテント址群（XCL－118および XCL－089遺跡）
の炉跡から採取された木炭片の年代が測定された（Wilson and Slobodina 2007）。XCL－
118遺跡のテント址 J は，約5,280～4,870 cal BP （［2σ］ Beta－210714）を示した。XCL－
089の 5 箇所のテント址は，約5,660～4,870 cal BP の年代幅を示しており，両キャンプ
の年代は概ね一致する。カガティ湖のポンド遺跡とアギアック湖のテント址群からは，
それぞれノッチ尖頭器や両面加工石器，スクレーパーが確認されている（Ackerman 2004; 
Wilson and Slobodina 2007）。これらの年代および物質文化的証拠から，カリブーの追
い込み型狩猟は少なくとも NAt から開始したと考えられる。
　実際のところ NAt は，地域的変異や地域間の共通性に関するコンセンサスが十分に取
れているとは言えない（Anderson 2008）。スワンポイント遺跡の資料（図 3－16～20）を
中心に内陸アラスカにおける DC から NAt にかけての変遷を検討したホルムズ（Holmes 
2008）は，8,000～6,000 cal BP に遺跡数が激減することから，同時期に人口減少が起
きた可能性を指摘する。また，ホルムズは，この年代を前期タイガ期と設定し，DC か
ら NAt への移行期と捉えている。つづいて，6,000～3,000 cal BPに設定された中期タイ
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ガ期には，典型的な NAt 石器群が増加することから，地域外からの人口流入があったこ
とが推定されている（Holmes 2008）。物質文化的特徴から，この流入が少なくとも起源
地をアラスカ以南と想定できるものの，その過程についての検証は十分に進んでいない。
　エスデイルは，NAt 提唱当初から問題とされていた細石刃とノッチ尖頭器の共伴につ
いて，「細石刃はノッチ尖頭器と頻繁に共伴する」と結論づけた（Esdale 2008: 16－17）。
一方で，指標となっているノッチ尖頭器や細石刃核，両面加工石器の技術形態学的な多
様性の有無に関する研究は進んでおらず，石器研究の進展が期待される。石錘の出土を
根拠に漁労活動の出現が強調されるが，資料の出土数は微量であり，その時空間的な偏
りについても懸念される。エスデイルの研究によって示されたデータを応用した総合的
な研究を進めることで，NAt の同一伝統内での時空間的な多様性が見えてくるであろう。

4 アサバスカン伝統（AT）の形成に関する近年の研究動向

　アサバスカン伝統（AT）は，内陸アラスカで最も新しい年代に位置付けられる先史文
化である。接触期以降に分類されたアサバスカン諸語が属するナ・デネ語族は，後述す
るように北米北部内陸部および南部の一部に広範囲に分布する。その拡散過程への関心
は，人類学の各領域における研究の蓄積と手法の発達に伴い，近年急速に高まっている。
　本節では，最初に AT の諸特徴と物質文化をめぐる議論を整理する。次にデネ＝エニ
セイ仮説の背景と現状を概観する。最後に，1970年代から議論が続くホワイトリバーテ
フラと北方アサバスカンの移住イベントとの関連性を検証する近年の研究に触れ，AT の
形成に関する議論の進捗状況を捉える。

4.1 内陸アラスカにおける AT の位置付け
　先史時代のアサバスカンを対象とした先駆的な研究は，F. レイニー（Rainey 1939; 
1940）によって行われた。彼は内陸アラスカの広範囲に渡って，遺跡・遺構の分布調査
を実施した。なかでもその調査で発見された，タナナ河上流部のマンズフィールド村近
隣に位置するディサーダ（Dixthada）遺跡（図 1－15）では， 9 軒の竪穴住居址，大量の
魚貯蔵用ピット，11のテント址が確認された（Rainey 1939）。この各住居址周辺には，
捨て場と考えられるマウンドが形成されていた。このマウンドからは，灰，木片，カバ
ノキ樹皮，被熱した礫，淡水貝殻，多様な動物・鳥類・魚類の骨片が検出された。銅製
品では錐，耳・鼻用装身具，有茎鏃，スクレーパーが出土した（図 3－6～9）。石器は，磨
製石斧，両面加工石器，礫片製スクレーパー（Tci-tho），砥石，小型の有茎石鏃，細石
刃，細石刃核，スクレーパーが確認された（図 3－11～14）。骨角器は，返付き尖頭器，
錐，脛骨製スクレーパー，尖頭器などが出土した（図 3－1～5）。これらの出土遺物の多
くは接触期以後の物質文化にも確認できることから，ディサーダ遺跡のマウンドの形成
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年代は接触期直前と推定された。
　第二次大戦後には，AT の定義および現在の合衆国南部にまで飛び地的に分布するナ・
デネ語の拡散過程に関する議論が本格化した（Krauss 1965; Dumond 1969）。1960年代
には，アジアからもたらされた細石刃と，北米南部に類例が多く見られるノッチ尖頭器
が比較的新しい時期にアラスカで展開していたことが知られていた。そのため南下する
細石刃集団が，北上するノッチ尖頭器を有する集団と接触し，南方由来のナ・デネ語が
北方にもたらされたと考えられた（Dumond 1969）。
　1970年には，カナダ考古学協会で「北方アサバスカンの先史」シンポジウムが開催さ
れた。このシンポジウムの目的は，先史アサバスカン文化に関連する各地域の情報をす
り合わせて，同文化を定義するための共通点を見出すことであった（Morlan 1970a）。同
シンポジウムの議長を務めた F. デ・ラグーナ（de Laguna）は，「アサバスカンの先史時
代」の普遍性の説明は困難だが，各地域の先史アサバスカン文化を定義するための重要
な一歩を踏み出したとこの議論を評価した（Morlan 1970a）。R. モーラン（Morlan 1970b）
は，このシンポジウムにおいてユーコン準州クローカット遺跡（図 1－16）の発掘調査結
果を基礎に，先史アサバスカン文化の指標となる物質文化について検討を試みた。
　同遺跡の文化層は1,200～600 cal BP （前期）と間の無遺物層を挟んで，600 cal BP か
ら現代（後期）に分けられている。前期では，片側に返しを持つ骨製大型尖頭器，返し
のない流線型尖頭器，銅製の模倣とされる槍先型の骨製尖頭器が卓越する一方で，後期
には尖頭器のサイズと出土数が減少する。前期には見られなかった石鏃が後期に出現し，
そのほかにも両面加工ナイフ，ドリルが伴う。くわえて漁労用の銅製鉤針と黒曜石数点
が確認された（Morlan 1970b）。
　モーランは，これらの物質文化のうち，器体が薄く，肩部の造りが甘く，茎部の側縁
が収斂するカヴィック型石鏃（図 3－10と同型）を AT の指標と定めた（Morlan 1970b: 
29）。前期から後期に連続して見られる礫片製スクレーパー，骨角製尖頭器，偶蹄類の中
指・中足骨製スクレーパーなども同伝統の特徴的な物質文化に位置付けられた。
　モーランと同時期に内陸アラスカのヒーリーレイク遺跡で発掘調査を行った J. P. クッ
ク（Cook 1975）は，内陸アラスカの遺跡の時期区分として ⑴ 歴史時代／先史時代後
期のアサバスカン居住地，⑵ 先史時代前期またはアサバスカンの祖先かどうかに関わら
ずより古い文化層，⑶ 曖昧に定義された初期の遺跡群を提唱した（Bacon 1976）。この
⑴に相当するヒーリーレイク遺跡の文化層では，14C 年代から約970～670 cal BP （［2σ］
GaK－1886）が得られている（Cook 1969）。
　1970年代に入ると A. シンクウィン（Shinkwin）が，ディサーダ遺跡の層位的な再発
掘を実施した（Shinkwin 1979）。結果として文化層 1 （約700～440 cal BP）4）では，接
触以後のアサバスカン文化と同様の遺物が確認された。その中には，クローカット遺跡
の資料と類似するカヴィック型石鏃も含まれている。下層の文化層 2 （約2,710～2,340 
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cal BP ［2σ］ P－1834）では，オニオンポーテージなどで見られるノッチ尖頭器，細石刃，
彫器などが出土しており，両文化層の道具組成と技術の構成から異なる考古文化と判断
された。
　ディサーダ以外の少数の遺跡からも先史アサバスカンに類する資料が得られていたが，
シンクウィンは，先史アサバスカン前半段階，後半段階，接触直後の三つの時期の通時
的な特徴を把握できなければ，先史アサバスカン文化を明確に定義できないと主張した

（Shinkwin 1977）。さらに，同文化をより明確に定義するためには，遺跡立地，動植物
遺存体，遺跡の機能といった諸要素を遺跡間比較から明らかにすべきであると強調した。
この後も，AT の年代は，曖昧なままであったが，NAt または LDC からの変化は概ね
1,500 cal BP には開始し，少なくとも900 cal BPまでに銅製品や骨角器を主体とする物
質文化への移行が完了したという見解が主流となった（Dixon 1985; Holmes 1986）。こ
の移行年代は，近年においても大幅に修正されていない。ホルムズ（Holmes 2008）は，
後期タイガ期を NAt から AT へと考古文化が移行し始める2,000 cal BP に定めた。この
頃になると NAt 石器群の多様化が各地で生じるが，特徴的なノッチ尖頭器，細石刃，彫
器は主要な石器として製作・利用が続けられた。NAt の終焉と AT の開始を特徴付ける
のは，1,200 cal BPごろを境にして生じた骨角器および銅製品への移行，そして弓矢技
術の出現である。この AT への移行に関する議論は，次項以降で詳述する。

4.2 デネ＝エニセイ仮説
　言語系統学を中心に，考古学，遺伝学，文化人類学などとの相互比較からナ・デネ語
族の起源をシベリアのケット語に求めるデネ＝エニセイ仮説が2000年以降に複数のシン
ポジウムにおいて検討された（Vajda 2010）。同仮説の源流は，少なくとも1708年の A. 
リーランド（Reeland）および1923年に発表された A.トロムベッティ（Trombetti）によ
るケット語とネイティブアメリカン諸語の関連性の推測に求められるという（Vajda 2010）。
本項では，特にデネ＝エニセイ仮説に関わる考古学および分子人類学的研究を概観し，
ナ・デネ語族の新大陸への到来と連続性について検討する。
　ケット語とアサバスカン諸語間に見られる言語学的親和性については，ヴァイダ（Va-

jda 2010）が検討した動詞構造の対応関係に加え，100以上の同根語（cognates）の発見
によって複数の言語学者から肯定的に捉えられている（宮岡 2009; Kari and Potter 2010）。
ケット語は現存する唯一のエニセイ語族である一方，ナ・デネ語族は，北方アサバスカ
ン諸語（アサバスカン語，エヤック語，トリンギット語），太平洋アサバスカン諸語，南
方アサバスカン諸語（アパッチ語，ナバホ語）と広範囲に渡る分布で知られる（Matson 
and Magne 2013）。語族の起源地は，そのグループに属する諸語の多様化が最も進んで
いる地域に位置する傾向があるため，北米におけるナ・デネ語族の起源地は，ブリティッ
シュ・コロンビア州，ユーコン準州，アラスカ州が接する地域と推定されている（Matson 
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and Magne 2013）。
　現代に見られるケット語とアサバスカン諸語の類似度の高さから，これらの言語は，
言語系統学で考えられている一般的な変異速度よりも極端に遅い保守的な言語であると
位置付けられている（Kari 2010）。しかしながら，遺伝学的研究のレビューによると，
ケット語集団とアサバスカン諸語集団を直接結びつける特定の遺伝子，mtDNA ハプログ
ループ，歯の形質などの特徴は認められないという（Scott and O’Rourke 2010）。ケッ
ト集団を他のシベリアおよび北米集団と比較した近年のゲノム研究において，ケットは，
シベリア民族集団の中で 3 番目に ANE からの遺伝的寄与率が高い（Flegontov et al. 
2016）。シベリア民族集団間ではウラル語族のガナサン，セリクプ，エネツ，ネネツ，ハ
ンティ，マンシとの遺伝的混交が最も進んでいる。しかし，ケットとアサバスカン集団
の間では複数の遺伝統計分析において関連性が確認されていない（Flegontov et al. 2016）。
　デネ＝エニセイ仮説を東西ベーリンジアにおける物質文化の連続性／非連続性から検
討したポッター（Potter 2010）は，言語，人口，物質文化の関連性を想定する上で，⑴
物質文化の連続性／非連続性は，これらの技術を使用した遺伝および言語集団の連続性
／非連続性を反映する，⑵ 原語は遺伝的に関連性のある人々によって用いられ，その娘
言語は遺伝的な子孫集団の存在を意味する，⑶ 地理的・文化的に排他的な考古文化が存
在する場合，それらは別個の集団の存在を示すという三つの前提条件を設定した。なお，
ポッターは，言語および遺伝的系統関係と考古学的証拠の比較検討を積極的に行うため
に，確たる否定的理由がない限り，これらの前提条件を基に分析を進めるという楽観主
義的アプローチをとる。こうした方法論的前提の下，アサバスカン文化に連続する先史
文化の到達時期が検討された。レナ川流域の考古学的文化はデュクタイ文化と初期完新
世のスムナギン文化に断絶があり，それ以降には連続性が認められるとした（Potter 2010: 
Fig. 5 ）。東ベーリンジアの内陸アラスカでは，デュクタイ文化の系統を組む EBt－I から
中期完新世の NAt まで連続的であるが，ATとの間に物質文化の断絶があると結論づけ
られた（Potter 2010: Fig. 6 ）。前述したとおり，NAt には北米南部からのノッチ尖頭器
やそれまで未確認であった石錘など，物質文化に変化があったものの APAt を特徴付け
る楔形細石刃核や彫器も供伴する。そして，5,000 cal BPごろにアラスカに到来した極
北小石器伝統（以下，ASTtと略称）は沿岸部に居住し，内陸に展開した NAtとは明瞭な
地理的分布差を見せることから，NAt はAPAt から連続的であったと考えられている。他
方，AT では 1 万年以上にわたって使用された細石刃・彫器・大型尖頭器といった石器
技術が消失し，石器はカヴィック石鏃や礫片製スクレーパーといった器種のみが利用さ
れた。代わりに銅製品や骨角器が卓越し，道具組成に大きな変化が生じた。ポッターの
設定した条件に基づけば，NAt と AT は言語的にも断絶するはずであるが，この物質文
化の変化は「移動性の高い狩猟経済」から比較的居住性の高い「戦略的な漁労・狩猟経
済」への変化を反映した結果であり，言語および遺伝学的には連続すると判断された



188

（Potter 2008b; 2010: 135）。このように，東西ベーリンジアにおける物質文化的な連続／
非連続の生じた時期および様相は，両大陸間で異なることが強調された。
　次に問題となるのは，ナ・デネ語族の原語がいつ東ベーリンジアに到来したかである。
デネ＝エニセイ仮説に関連する大陸間移住を示唆する物質文化的痕跡は，ベーリンジア
伝統，ASTt，チューレ伝統の三つの時期に限られる（Potter 2010; Kari and Potter 2010）。
そのうち，ASTt は沿岸部周辺に限りNAtとの接触が認められる。NAt に後続する海洋資
源利用に特化したノートン／イピウタック伝統の物質文化は，ミンチュミナ湖など内陸
の遺跡からも確認例がある（Holmes 1986）。しかし，この影響は小さく，NAt 分布範囲
のごく一部かつ周縁部で生じた文化的接触に過ぎない。最後の波であるチューレ伝統の
到来は，約2,500～1,000 cal BP にかけて生じており，この時期に内陸アラスカ，西部
沿岸，南部においても明らかな物質文化的変遷が起きた（Potter 2010）。しかしながら，
後期完新世におけるエニセイ河流域と AT 文化圏の間には，複数の異なる考古学的文化
がすでに展開していた。それらの影響を受けぬまま原ナ・デネ語話者集団が，シベリア
を通過し，内陸アラスカやユーコン準州にまで到達したとは考えにくい（Potter 2010）。
さらに，分子人類学的研究においても，チューレとアサバスカンの遺伝的混交は認めら
れていない（Skoglund et al. 2015）。
　以上で触れた言語学，自然人類学，考古学者らによるデネ＝エニセイ仮説の検証結果
は次のようにまとめることができる。

　 1 ） ケットとアサバスカンに共通の遺伝的祖先集団は ANE に求めることができるが，
両者は直接的に関連しない。

　 2 ）ナ・デネとエニセイ語族は，非常に保守的な言語であり，時間的に変化しにくい。
　 3 ）両地域に共通する物質文化は細石刃および彫器である。
　 4 ） 最初期の移住イベント以降に，アラスカ内陸部およびユーコン準州において言語・

物質文化の交替現象は見られない。

　以上の状況から考古学的には，更新世末の移住によって，ナ・デネ語族の原語がアラ
スカにもたらされたという結論が導き出されている。しかしながら，前節で触れたとお
り，更新世末の最初期移住集団（AB）は，ナ・デネの祖先集団（ANE）から 2 万年前
に分岐し，現代のナ・デネ語族との遺伝的距離は NNA よりも遠い（Moreno-Mayar 
2018a）。そして，APS からの遺伝的浮動が DC から NAt の年代にかけて生じたことを踏
まえると，集団接触と物質文化的連続性のモデルの間には，不一致が生じていることに
なる。今後は，この不一致をどのように解釈するかが論点となるであろう。



平澤　　内陸アラスカおよびユーコン準州における考古学的研究の動向　

189

4.3 ホワイトリバーテフラ降下イベントとアサバスカン移住の関連性
　アサバスカンおよびナ・デネ語族の北米大陸における南下は，言語系統学から派生し，
多くの研究者らによって検討が続けられてきた（Sapir 1915; Krauss and Golla 1981; Ives 
1990; Matson and Magne 2007）。北方アサバスカンを対象とした言語年代学的研究によ
るとプロトアサバスカンとプロトエヤックの分岐は約3,500 cal BP，その他のアサバス
カン諸語への分岐は少なくとも2,500 cal BP 以降に生じたと推測された（Krauss 1973; 
Krauss and Golla 1981）。考古学では，少なくとも1,500 cal BP には NAt から AT への
移行が開始したと考えられていた（Dixon 1985）。
　この時期にセントエライアス山脈のボナ山とチャーチル山がそれぞれ噴火した。噴出
したパミスやテフラは，最大で47万km2 の範囲に降下したと推定されている（Lerbekmo 
and Campbell 1969; Lerbekmo 2008）（図 1 ）。ワークマン（Workman 1979）やデリ

（Derry 1975）は，このホワイトリバーテフラ東ローブ（WRTe）と北ローブ（WRTn）
が，ユーコン準州から北西準州の広い範囲，ブリティッシュ・コロンビア（BC）州北端
および内陸アラスカ東端の生態系に多大な影響を与えた結果，在地の集団が避難を余儀
なくされたと推測した（Magne and Matson 2010）。噴火の正確な年代は諸説あるが，
WRTn が約1,620 cal BP （Reuther et al. 2020），WRTe が約1,103 cal BP （Jensen et al. 
2014）と推定されている。この WRTe の噴火年代は，ユーコン準州の万年雪における最
新の投槍の年代（約1,280～1,060 cal BP ［2σ］ Beta－172879）と弓矢の最古の年代（約
1,250～970 cal BP ［2σ］ Beta－200939）に重複する（Hare et al. 2012）。これらの一致か
ら , WRTe の噴火イベントによる環境変動が NAt から AT への物質文化の変遷を促した
と解釈されてきた（Potter 2008a; Mullen 2012; Doering et al. 2020）。一方で，この仮説
が状況証拠のみに基づいており，噴火イベントと物質文化的変化の相関については懐疑
的な立場をとる研究者も存在する（Gordon 2012; Kristensen et al. 2019）。
　未だ意見の一致を見ていない AT への移行および集団拡散の背景を明らかにする目的
で，ドーリングら（Doering et al. 2020）は，WRTe の降下範囲外にあたる内陸アラスカ
の 4 遺跡 5 地点を対象とする物質文化の技術分析，炉跡の脂肪酸分析，ランドスケープ
分析を行った。 5 地点のうち，デルタクリーク遺跡（図 1－10），クレイン遺跡上位地点

（図 1－11），クリアビュー遺跡（図 1－13），カリブーノブ遺跡（図 1－14），は WRTe 降下
以前，クレイン遺跡下位地点は WRTe 降下以後に形成されている。対象地点はすべて夏
から初秋に利用された（Doering et al. 2020）。炉跡の脂肪酸分析では，パルミチン酸

（C16：0）とステアリン酸（C18：0）の同位体比から魚類，陸獣，溯河性のサケ科の利
用度が推定された。
　同研究の結果，内陸アラスカにおいて噴火による製作技術，遺跡数と高地遺跡の規模，
食料資源の急激な変化は見られないという結論が示された（Doering et al. 2020）。物質
文化では，細石刃が WRTe 後も製作され，弓矢技術の出現は約500 cal BPまで確認でき
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ない。くわえて，クレイン遺跡上位地点では，約1,250 cal BP に比定される銅製品が確
認されており，WRTe 以前から冷間鍛造が行われたことを示している。遺跡数と高標高
地遺跡のサイズには，テフラ降下前後において変化は無いが，約1,000 cal BP に低標高
地の遺跡が大型化する傾向がみられるという（Doering et al. 2020）。淡水魚の利用も約
1,300 cal BP からすでに開始しており，テフラの降下が生業変化の主要因であったとは
考えにくい。これらの多角的なデータから，少なくとも内陸アラスカにおける AT への
移行は比較的緩やかに生じたと考えられる。ドーリングらは，火山活動に伴う生態系の
変化ではなく，長期にわたる人口動態の変化が集団の拡散と適応戦略の変化につながっ
たと推測している（Doering et al. 2020）。
　WRTe による AT への影響は，黒曜石原産地分析からも検討されている。クリステン
センら（Kristensen et al. 2019）は，主にユーコン準州の462遺跡から出土した1,354点
の黒曜石製石器を対象に，エネルギー分散型蛍光 X 線分析を行い，黒曜石原産地の同定
を実施した。その結果を基に，黒曜石からみた地域間移動，親族システム，交易パター
ンが検討された。アラスカからカナダ西部にかけて分布する既知の黒曜石原産地には，
バッツァテナ（アラスカ州中央部），ウィキピーク（アラスカ州東部），スエメズ島（ア
ラスカ州南東部），フゥードゥー山（ユーコン準州南西部），エジザ山（BC 州北西部）が
あるが，同研究では，スエメズ島以外の四つの原産地および露頭・産出地未発見のグルー
プが同定対象に設定された（図 1 ）。
　クリステンセンら（Kristensen et al. 2019）は，WRTe の降下範囲が，ウィキピークや
フゥードゥー山の原産地周辺を含むことから，これらの黒曜石利用が減少し，内陸アラ
スカのバッツァテナと BC 州北部のエジザ山産が相対的に増加することを予測し，その
作業仮説の検証を行った。
　同研究の黒曜石製石器の原産地分析結果によると，噴火前後の年代において各原産地
黒曜石製石器の流通が認められ，噴火による流通の中断は確認できない。その一方で，
原産地別の流通量は噴火前後で変化していたことが明らかにされた。最も差が現れたの
は，ウィキピーク産とエジザ産の比率で，5 cm のテフラ降下が認められる範囲の南側で
は，エジザ産が大幅に増加し，ウィキピーク産とフゥードゥー産が減少する（Kristensen 
et al. 2019: Fig. 11）。テフラ降下範囲内でも，同様の比率変化の傾向が認められる。一
方で，テフラ降下範囲の北側においては，フゥードゥー産が増加し，ウィキピーク産・
エジザ産が減少した。これらの比率の変化は，噴火による影響を反映している可能性が
ある。しかし，テフラ降下範囲の北側，中央，南側における噴火前後の原産地比率の順
位は変動していない。北側は，ウィキピーク産が50％以上，中央ではフゥードゥー産が
50％以上を占める。南側ではエジザ産が約53％から66.7％に増加したが，やはり劇的な
変化と評価できない。クリステンセンら（Kristensen et al. 2019）は，この結果から噴
火によって一時的に人々がある場所から切り離されたり，移動が促進されたりすること
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があったと推測する。しかし，この噴火イベントが北米南部に到達するような超長距離
の一方向的な集団移動に寄与したかは不明であると結論づけた。
　WRTe 降下による影響を考古学的に検証したこれらの研究は，AT の南下や物質文化の
変化を促した直接的要因が，降灰やそれに続く環境変動ではないという。言い換えれば，
1,200 cal BPごろに生じた道具や生業活動の変化の主要因は，別に存在することとなる
が，その特定は今後の研究で明らかにされていくだろう。

5 結語

　古代 DNAを用いた北米北部における遺伝系統研究は，mtDNA ハプログループから核
DNA 研究へと移行しつつあり，集団系統モデルが日々更新されている。APAt の担い手
とされるABとアサバスカンの直接的な祖先集団である NNAとの遺伝的距離をどのよう
に解釈できるのかが新たな問題として浮上している。この問題は，言語系統論から発生
したデネ＝エニセイ仮説にも大きく関わっている。ナ・デネ語族の原語が最初期移住集
団と共に新大陸へ到来したならば，対応する遺伝学的集団は AB であったと考えられる。
一方で，現代アサバスカン集団は ABとの遺伝的混交が進んでいない（Moreno-Mayar et 
al. 2018a）。さらに，中期完新世に生じたとされるAPS からNNAへの遺伝的浮動も，AT

およびナ・デネ語族の形成過程に関連する可能性が高い。この集団接触の痕跡を考古学
的に観察可能か否かという問題が新たに浮上したといえる。内陸アラスカおよび周辺地
域の考古学的では，従来から存在した各文化伝統の定義に関わる石器組成の問題に対し，
特定の器種と遺跡立地，そして資源分布の観点から解決を試みる研究が増加している。
AT への移行期問題は，特に物質文化の変化と噴火イベントとの関連性の立証に焦点が
置かれている。内陸アラスカおよびユーコン準州では直接的な関連性が否定されたが，
周辺地域における状況も同様の条件で比較検討する必要がある。
　本論文で扱った地域では，近年の分子人類学的研究によって提示された集団モデルと
考古学的データの比較検討が積極的に進められている。ナ・デネ語族の到来，定着，再
拡散に関連するこれらのモデルと言語および考古学的証拠の間に生じる矛盾をどのよう
に解釈していくかが今後の課題であろう。さらに，ポッターが指摘するように，いずれ
の年代においても両大陸間の人類の移動が仮説の焦点となっていることから，両大陸間
の物質文化を一括して扱う考古学的研究の増加が待たれる。
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注

1 ） 現在のナ・デネ語を話すアラスカ先住民は，総称としての「デネ」または特定の言語やバンド
名で呼称される。本論文で対象とする内陸アラスカの Native Language Center および Tanana 
Chief Conferenceでは，Athabaskanを正式な呼称として採用している（Krauss and Golla 1981; 
Smith 2020）。一方，カナダ先住民においては，Athapaskan が植民地時代の歴史と否定的に結
びついていると考えられている。これらの背景を考慮し，本論文では「アサバスカン」を考古
学的な集団，「ナ・デネ」を言語学的な集団を呼称する用語として使用する。

2 ） 本論文では，暦年較正を行っていない年代を「BP」，暦年較正済みの年代を「cal BP」と表記
する。較正方法は，注 3 ）を参照のこと。

3 ） これらの較正年代（非モデル）は，IntCal 20（Reimer et al. 2020）を用いてOxCal 4.4（Bronk 
Ramsey 2009）にて算出した。一の位を四捨五入して表示している。本論文では，単独試料の
測定結果を示す場合にのみ，採用した確率分布範囲（σ）と測定試料番号を示した。例えば

［ 2 σ］は，IntCal20 による暦年較正において，95.4％の確率で分布する年代幅であることを示
している。

4 ） 注 3 ）の方法を用いて，複数の14C 年代値を較正，それらの中央値の幅を提示した。
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